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「ローマは一日にして成らず」 

 

 「ローマは一日にして成らず」とは、重要なことや大きな目標を

成し遂げるためには時間がかかるということを表していることわざ

です。 

 ヨーロッパでは、ギリシャ神話の英雄の子孫である、双子の兄弟

ロムルスとレムスによって、紀元前 753 年にローマが設立されたと

する神話から始まるローマ帝国の長い歴史がよく知られています。

「ローマは一日にして成らず」の「ローマ」とは、現在のイタリア

の都市であるローマではなく、古代ローマから始まり、のちに皇帝

によって治められたローマ帝国のことを指しています。ローマ帝国

は 500 年の長い年月を経て築かれた、古代ヨーロッパ最大の帝国で

した。 

 「ローマは一日にして成らず」のことわざは、ヨーロッパ文化の

中心がローマ帝国にあったことから、ヨーロッパで古くから共有さ

れていたことわざです。 

 大きな仕事や学業は一朝一夕には成し遂げることはできないこと

を伝えたいとき、「ローマは一日にして成らず」は例えのことわざ

として最適です。500 年という歳月をかけてつくられた帝国を例え

ることで、その重みを加えることができるからです。 

 このことわざを使って皆さんを励ますならば、 

 「ローマは一日にして成らず」というとおり、大きな目標を達成

するためには小さな積み重ねが大切です。そして「ローマは一日に

して成らず」を忘れずに、喜入中の生徒一人ひとりが、大きな夢や

目標に向かって少しずつでも前に進んでいきましょう。 


